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本研究 の 目 的は, 日 本 にお ける 妊娠期の 母親役割獲得を促す家族看護 の構成概念を明 らか にす る こ と で ある ｡ 千葉大学大
学院看護学研究科 か ら産出さ れ た 修士 ･ 博士論文 の うち, ｢ 母親役割獲得｣ を促す有効な看護に つ い て詳細 に記述 され て い る
論文3編お よ び
,
妊産婦の 母親役割獲得 に関連す る修士論文 5編 と原著論文15編を対象と した ｡ 有効な看護介入 に つ い て 詳
述 して い る論文3編 の 帰納的内容分析 の 結果か ら , 妊娠期 の 母親役割獲得 を促す援助 は56の サ ブ カテ ゴ リ , 21の カ テ ゴ リ に
集約 さ れ, さ ら に, 家族看護 の 視点 か ら整理 ･ 統合 した と こ ろ, 日本 にお ける妊娠期 の 母親役割獲得を促す家族看護 として ,
【母親とな る女性 - 働 きか ける援助】 と, 【家族成員間の関係性 に働きか ける授助】 の 2 つ の 概 念を抽出 した ｡ ま た, そ れ 以
外 の 論文で補完 した 結果
,
さ ら に 影響要因 と して19の サ ブ カ テ ゴ リを抽出 した ｡ 妊娠 した 女性が母親 と い う役割を獲得す る
こ と を促す
,
日本 の 家族看護 は
, 【母親とな る女性 - 働 きか け る援助】, すな わ ち, 母親 と な る 女性自身お よ び胎児 との 関係
性 に対 し
,
認 知
,
感情
,
行動 の 3 つ の 側面 か ら働きかけ る看護援助が多くを占め た｡ 【家族成員間の 関係性 に働きか ける援助】
は夫と の 関係性 の 中で 見出さ れ て い た｡ 今 後は
,
出産 後 に つ い て お よ び, 影響 要因と し て 見出さ れ た , 祖 父 母 と の 関係や ,
夫婦 関係あ る い は
,
家族 と社会 と の 関係 に対す る援助に つ い て も研究を重ね
,
日 本 にお ける 親役割獲得 を促す家族看護の 枠
組 みを創出す る必要が ある｡
K E Y W O R DS: m ater nalide ntity,familyn u rsing,indu ctiv e
qu alitativ e a n alysis
I. 緒 言
近年日本 にお い ては , 1975年か らの 少子化の 進行や核
家族化の 定着な どにより, 伝統的にあ っ た , 血縁や地縁
に よる子育て 支援の 脆弱化が指摘 され て い る｡ 現在 で
は , 多くの 妊婦が参考となる親役割モ デ ル を見る こ とも
なく, 子 どもの世話経験もなく, 親と な っ て い る｡ 母親
の 育児ノイ ロ ー ゼ や, 親 による乳幼児虐待も社会的問題
とな っ て きて い る｡ こ れ ら の 問題は , 家族機能が低下し
て い る こ と により生ずる問題で あり, 家族機能を高め る
ことにより, こ れ ら の問題を解決する ことが で きると考
える ｡ すなわち, 母親になると いう過程にお い て 家族看
護の視点が重要と な っ て きて い ると考えた ｡ 母性, 母親
役割に つ い て は , 看護職者の 関心も高く, 研究も比較的
多く行われ て い る ｡ しか し, 多く の論文では , 母親と い
う対象の理解や母親役割獲得に関する影響因子 を明らか
にする こ とにと どまり, 母親になる こ とを促す看護に つ
い て研究によ っ て 明らか にされたもの が少な い ｡ 一 方,
千葉大学大学院の博士論文や修士論文に は, 看護介入を
詳述 し, 効果を検証 して い る論文が存在する ｡ こ の よう
な現状より, 家族看護の視点から, 日本 における母親役
割獲得を促す看護の 実践知を抽出 し, 分析 ･ 統合する こ
と で それ らを再構成するこ とが必要で あると考えた .
Ⅱ . 研究目的
本研究の 目的は , 日本における妊娠期の母親役割獲得
を促す家族看護の概念を明らか にする こ とである｡
Ⅲ . 用語の操作的定義
母親役割獲得過程 : 女性が母親と して の役割にお ける
能力を達成して いく過程である｡ 妊娠期は母親役割獲得
過程の予期的段階にあり, こ の 時期は母親とし て の 自己
を形成 し, 母親役割に関する知識を得たり習得したりす
るこ とによ っ て母親と して の 準備を整える｡
家族看護 :個 々 の家族成員に対する看護およ び家族成
貞間の 関係性に対する看護, な らびに家族と地域社会の
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っ ながり へ の 看護で あり, 家族 の健康 ･ 福祉に寄与する｡
Ⅳ . 研究方法
1. 分析対象論文
1) 修士･ 博 士論文
千葉大学大学院看護学研究科 にお い て 産出さ れた修
士 ･ 博 士論文の うち, ｢母親役割獲得｣を促す有効な看
護に つ い て 詳細に記述され て い る論文を対象と した ｡
2) 原著論文
Medic al A bstra cts So ciety Vc r.3 (医学中央雑誌)に よ
る コ ン ピ ュ ー タ ー 検索 シ ス テ ム を用 い て検索を行 っ た｡
キ ー ワ ー ドは(｢母親役割｣or 母子関係｣o r｢母性行動｣)a nd
｢ 妊産婦｣と し, 1983年か ら2003年ま で検索 した ○ さ ら
に, 対象を妊娠中から出産後1年以内, ま た掲載誌が全
国紙で あり査読があるもの に限定 し, 絞込みを行 っ た｡
検索された各論文に つ い て母親役割に関する実践知の
含まれた論文であるか否か の検討および論文の 質を保証
する ために , Paters o nの 提示する基準を参考に , 独自に
作成した 一 次評価の ため の分析 シ ー トを用 い て t 複数の
研究者が熟読 し評価 した ( 表1)｡
表1 分析対象論文の選択基準
研究背景は研究目的と研究課題 に直接 つ なが っ て い る か ｡
研究 目 的は 明白に表現され て い るか ｡
研究 の 問い は 明白に表現 され て い るか ｡
理論 的枠組 み は 明 らか に され て い る か
対象選択手順 を記載 して ある か ｡
対象選定基準 は明 ら か にさ れ て い る か ｡
デ
ー タ 収集手順 は明確 に記載 さ れ て い る か ｡ 使用 し た研
究方法を記載 して い る か ｡
明 ら か にされ た カ テ ゴ リ あ る い は共通要素 は 明 らか に さ
れて い るか ｡
明確 な枠組 み の 中で デ ー タ分析が な さ れ て い る か ｡
カ テ ゴリ や テ ー マ 間の 関係 が明確 にな る よう に デ ー タ が
提示され て い るか ｡
代表的な先行文献な どで 分析 が十分支持 され て い るか ｡
研究の 限界 は明 ら か にさ れ て い る か ｡
母親役割獲得 に関す る実践知が含まれ て い るか ｡
2 . 分析方法
分析は 2段階 で行 っ た｡ 第 一 段階は , 有効な母親役
割獲得 を促す看護介入が詳細に記述され て い る論文に
関 して , 帰納 的内容分析を用 い 家族看 護の 視 点か ら
分析 し た｡ こ の 方法 は, メ タ統合 の 先駆者で あるDr.
sandel｡ w skiに相談 し, 本目的に対し て メ タ統合より妥
当 ･ 適切 で あると い う示唆を得て 採用 した ｡ 第 二 段階
は, 有効な看護介入 に つ い て詳述され て い な い 論文よ
り, 第 一 段階で 抽出された概念に対 して , 結果に基づ い
た考察から , 看護介入に つ い て示唆が得られる内容に つ
い て抽出し, 新 たな概念がな い か を検討 し, 補完した｡
1) 第一 段階の 帰納的内容分析
(1) 各論文の 結果の 記述を熟読 し, 著者の 分析の 結 泉
用語の 操作的定義よる ｢ 母親役割獲得廼程｣ に対して 介
入効果があると認め られた看護介入の 文脈を抽出し, 香
護介入の 意図と行為を解釈しながら簡潔な文と して 表現
した ｡
(2) 簡潔に要約された文を, 母親役割獲得過程を促進す
ると いう看護介入の 視点から , そ の意味内容の類似性 ･
異質性をとらえて 分類 し, コ ー ドと して 記述 した ｡
(3) すべ て の 論文より抽出された コ ー ドを, そ れ らの 意
味内容の類似性, 異質性に基づ き分類し, 母親役割獲得
過程を促進する看護のサ ブカ テ ゴ リと して命名した ｡
(4) これ らの サ ブカ テ ゴ リ を, 家族成員個人および家族
成員間の 関係性 へ の 援助と い う家族看護 に視点で , 塞
理 ･ 統合 し, カ テ ゴ リを命名し, 家族看護の 枠組み を作
成した ｡
2) 第二段階の 分析方法
(1) 各論文の ｢ 考察｣の 本文から, 妊娠期の 母親役割獲
得 - の影響要因お よび看護援助 へ の 示唆が記述され て い
る部分 ( 文章また は文節) を抜粋した ｡
(2) 第一 段階の 分析で 得られた コ ー ド ･ カ テ ゴ リ に照ら
して , 分類 ･ 整理 した｡
第 一 段階の 分析で得られた コ ー ド と内容が 一 致するも
の には, 同 じ コ ー ド名を用 い て , ｢ - へ の 影響要因｣ あ
る い は, ｢看護援助へ の 示唆｣ と表現した ｡ 第
一 段階 の
分析お よびそ の対象論文には描写され て い なか っ た内容
に つ い て は, そ の 意味内容を簡潔に表現し, 母親役割獲
得 - の 影響要因ある い は看護援助 - の 示唆 を表現する
コ ー ド名を つ けた ｡
(3) 第一 段階の 分析で得られた概念に照ら して , 新 し い
もの はな い か検討 した ｡
なお , す べ て の過程で , 研究者2名以上 と検討を重ね
るとともに, 何度も, 抜粋した記述 , 要約 , コ ー ド, カ
テ ゴ リを読み返し, 推戴を重ね ､ 研究会議で決定した ｡
3 . 倫理的配慮
修士 ･ 博士論文の 二 次分析 を行うに当た っ て は , 論文
の 著者より承諾を得られた論文を対象と した ｡
V . 結 果
1 . 分析対象論文の概要
1) 修士･ 博士 論文
1982年か2002年まで の修士論文35編および博士論文8
編のうち , 母親役割獲得を促す有効 な看護介入に つ い て
詳細に記述され て い るもの は , 修 士論文1編, 博士論文
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2編で あ っ た ｡ そ れ以外に , 妊娠期の 母親役割獲得 へ の
影響要因および母親役割獲得を促す看護介入 へ の示唆が
考察され て い る修士論文5編を , 第二 段階の分析対象論
文と した ｡
2) 原著論文
医学中央雑誌 の検索により , 634件の 論文が検出さ れ
た｡ こ れ らを, 掲載雑誌お よび研究対象によ っ て 絞り込
み , 144文献とな っ た ｡ こ れ を, 選択基準 に照 ら
◆
し合わ
せ熟読し, 評価 した結果, 29文献とな っ た｡ さ らに, 妊
娠期の母親役割獲得 へ の影響要因および母親役割獲得を
促す看護介入 - の 示唆が記述され て い る論文14編を第二
段階の分析対象と した .
以上 の 結果か ら, 第 一 段階の 分析対象論文と して は ,
修士 論文1編と, 博士論文2編の 合計 3編と した (衣
2)｡ し か し, こ の 3編は , い ずれも, 妊娠期の看護介
入に つ い て研究して い る論文で あ っ たため , 今回は, 妊
娠期の 母親役割獲得を促す看護介入を分析 した ｡
2 . 母親役割獲得過程を促進する家族看護の概念
3 つ の論文を分析 した結果, コ ー ドが158抽出された｡
母親役割獲得過程を促進する家族看護と いう視点か ら分
類 ･ 集約 した結果 , サ ブカテ ゴ リが56, カ テ ゴ リが21見
出された ｡ さ らに , そ れ ら の カ テ ゴ リ間の 共通性 ･ 異質
性か ら, こ の 概念と し て , 【母親と なる女性 - 働きかけ
る援助】 と, 【家族成員間の 関係性に働きかける援助】
の 2 つ と影響要因が抽出された ｡ そ れぞれ の 内容に つ い
て 以下 に述 べ る｡ な お, サ ブ カテ ゴリ は < > で, カ テ
ゴ リは≪ ≫ で示す｡
1) 母親となる女性 へ 働きかける援助
【母親と な る女性 - 働きか ける援助】 と い う概念は ,
〔情報や知識を獲得する過程に働きかける援助〕, 〔母親
になる気持ちと胎児愛着に関して働きかける援助〕, 〔母
親役割獲得準備行動に働きか ける援助〕 の 3 つ の 側面か
ら構成された ｡ こ の概念には , 妊娠期の 母親となる女性
へ 直接働きか ける援助が含まれた ｡
(1) 情報や知識を獲得する過程に働きかける援助
〔情報や知識 を獲得する過程に働きか ける援助〕 は ,
≪ そ の 人にと っ て 有用な役割モ デ ル を見 つ け模倣を促す
ため に, 多様な役割モ デ ル の提示を行う≫ , ≪妊娠に伴
う身体的, 心理的な変化に つ い て の 情報を得るこ とで ,
正 し い 理解を助ける≫, ≪妊娠中の 保健行動や準備行動
に関する知識を提供する≫, ≪出産や育児に関する情報
を提示する≫ , ≪胎児 - の敏感性を高めるために, 胎児
に関する知識(胎動, 発達, 働きか け)を提示する≫の 5
カ テ ゴ リから構成され た｡ こ の側面には, 妊娠期の 母親
となる女性の 認知に対して 働きか ける援助が含まれ た｡
≪ そ の 人にと っ て 有用 な役割モ デ ルを見 つ け模倣を促
すために, 多様な役割モ デ ル の 提示を行う≫は, <具体
的か つ幅広 い役割モ デ ル を提示する>, < そ の 人 にと っ
て有用な役割モ デ ル を具体的に提示する> , <ス テ レ オ
タイプ以外の母親役割モ デ ル を提示する>と い う, 3 サ
ブカテ ゴ リか ら構成された ｡ こ の カテ ゴ リは
,
身近に役
割モ デ ルが存在するか どうかを確認したり, 役割モ デ ル
を探索するこ とを促 したり, 対象者の価値観と照合し,
多様な価値観を尊重 した役割モ デ ルを提示する こ とに
よ っ て , そ の 人 なりの 母親像の 形成を促すと いう内容で
あ っ た｡
≪妊娠に伴う身体的, 心理的な変化に つ い て の情報を
得ること で , 正 し い 理解を助ける≫は , < 妊娠に伴う 一
般的な心身の 変化にお ける情報を提示する> , < 妊娠に
伴う否定的感情の 具体例を提示する > の2 サブカテ ゴ リ
で構成された ｡ こ の カ テ ゴ リ は
,
妊娠経過に伴 っ て 出現
する さまざまな変化 に つ い て 知識を提供するとともに ,
そ の変化に対 して抱きやす い 感情, 特に否定的感情に つ
い て情報提供する こと で , 母親役割を獲得する過程に生
表2 対象論文の概要
論文 A B C
目 的
胎児 ヘ の 敏感性を刺激する看護介入が妊
産裾期 に お ける母親役割獲得過
妊娠期間 にお ける母親役割を促
婦の Binding-in と空想を促進す る効果を 進す るた め に有効 な看護介入を
明 らか にす る こ と 程を促進す る ような看護介入の. 検討する こ と
共感性が低 い 妊婦 に有効な看護介入を明
らか に す る こ と
効果 に つ い て検討す る
対象 ロ ー リ ス ク初産婦20名 ロ ー リ ス ク初産婦 9名 ロ ー リ ス ク初産婦10名
調査期間 妊娠12- 36週 妊娠末期か ら産裾1ケ 月ま で 妊娠18- 40週
看
諺
介
目的■
胎児 ヘ の敏感性を刺激す る こ と
その 人なり の 母親像の 形成を促
す こ と
妊娠中の母親役割獲得を促進す
Binding
-in と 母親役割獲得 プ ロ セ ス の 空
想 を促進する こ と
る こ と
方法
胎児 に つ い て の 情報が か か れ た小冊子 . 介入 の た め の ガイドライ ン に基 介入 の た め の ガイ ドライ ン に基
入 小冊子 に基 づ い た イ ン タ ビ ュ ー づ い た イ ン タ ビ ュ ー づ い たイ ン タ ビ ュ ー
時期 妊婦健康診査毎
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ずる当たり前の ことと して , 正 し い 理解が で きるよう学
習を助けると いう内容であ っ た ｡
≪妊娠中の保健行動や準備行動に関する知識を提供す
る≫は, < その 人にと っ て 有用な保健行動を選択するた
めに情報を提供する> , < そ の妊婦にと っ て 実行可能で
適切な保健行動の 情報を提供すろ> の2 サブカテゴ リで
構成された ｡ こ の カテ ゴリ は, 妊婦自身が母親役割の
一
部と して母体と胎児の 健康の ためにとる べ き保健行動や
母親役割準備行動に関する, 実行可能で有用な情報を提
供すると いう内容であ っ た｡
≪出産や育児に関する情報を提示する≫は , < そ の 人
の 出産時の 行動や出産後の生活に つ い て たずね , そ れ に
つ い て 情報提供をする> , < 産後 の 母親役割, 育児に つ
い て
一 般的な情報を提供する> , <出産後の 育児場面に
おける生活上の 制約に関する 一 般的な情報を提示する> ,
<出産後の 育児場面における個別的な情報を提示する> ,
<産樽早期の 母子と接触する機会を提供する> の5 サ ブ
カテ ゴリか ら構成された｡ こ の カテ ゴリ は, 母親役割を
遂行する上で必要となる出産や育児に関する情報を, 一
般的なもの か ら, 個別的な状況に応 じたもの まで を提供
すると いう内容であ っ た｡
≪胎児 へ の敏感性を高めるために , 胎児に関する知識
を提示する≫ は , < 胎児 へ の働きかけに つ い て 一 般的な
情報提供する> , < 胎児 の 発育発嵐 反応, 胎位胎向の
特徴に つ い て予期的に 一 般的情報を提示する> , < その
人 の胎児に つ い て の 情報を提供し, 胎児 へ の 関心の 高ま
りや , 相互作用を促す>の 3 サ ブカテゴリから構成され
た｡ 胎児に つ い て の 一 般的な情報や , そ の 人の胎児の 個
別的な情報 を提供するとともに, 具体的に胎児 に働きか
け, 相互作用を促すこ とにより, 胎児 へ の 理解 ･ 関心を
助け, 胎児 へ の愛着を高め ると いう内容 であ っ た ｡
(2) 母親になる気持ちと胎児愛着に関して働きかける援助
〔母親 になる気持ちと胎児愛着に関 して 働きかける援
助〕 は, ≪妊娠に伴う否定的感情の 表出を承認 し, 共感
的に受けとめる≫ , ≪母親役割の 試行や育児準備行動に
おける感情を表現し, 母親役割を引き受けるこ とに つ い
て予期的準備 をする こと を促す≫, ≪自分ら し い 母親像
の具体化を促 し, 母親になる自信を高める≫, ≪ お腹 の
中の わが子 に対する否定的 ･ 肯定的感情の表現を承認し,
あり の ままに受けとめ る≫, ≪お腹 の わが子と の相互作
用の 感情を表現する こと で , 親子 の件 の 形成を促す≫,
≪出産後の わが子と の 関係性形成の ために出産後の わが
子と自分の 育児を現実的に想像するこ とを促す≫の 6 カ
テ ゴリか ら構成され た｡ こ の側面には, 母親となる女性
の 感情 へ の働きかけを目的とする援助が含まれた ｡
≪妊娠に伴う否定的感情の 表出を承認 し, 共感的に受
けとめる≫は , < 妊娠に伴う制約 ･ 苦痛 ･ 喪失感な どの 表
出を支持し, 共感的に受けとめ , そ れ ら へ の対処方法 へ
の気づきを促す>, <役割変化 へ の 戸惑 い など, 否定的
感情 を表現するこ とを承認する > , < 母親になる こと へ
の不安, 非現実感を表現する ことを保証 し, 共感的に受
けとめる > , < 出産や出産後の 願望や不安に つ い て たず
ねる >, < 想像した出産場面や育児場面に つ い て の 否定
的感情をありの ままに表現する ことを引き出す> , < 過
去 の 妊娠出産体験 へ の わだかまりを表出する こと を保証
し, 共感的に受けとめる > の6 サ ブカ テゴリから構成さ
れた ｡ 新た な役割獲得に伴う喪失感な どの否定的感情の
表出を促し, そ れを共感的に受けと め, さ らには対処方
法 - の気 づきも促すと いう内容で あ っ た ｡
≪母親役割の試行や育児準備行動における感情を表現
し, 母親役割を引き受ける こと に つ い て予期的準備をす
る ことを促す≫は, < 母親役割の試行を体験 したときの
感情を表現する ことを促す> , < 現在行 っ て い る育児準
備行動に伴う感情をたずねる> の2 サ ブカテゴリか ら構
成された ｡ こ の カテ ゴリは , 母親役割の予期的段階と し
て , 試行的に行 っ て い る育児準備行動な どを確認し, そ
の 際の 感情の表出を促すことで , 今後行う べ き育児行動
の 取捨選択を促すと いう内容であ っ たo
≪自分らし い母親像の具体化を促し, 母親になる自信を
高める≫は, < ステ レ オタイプ の母親役割モ デ ル に こだわ
る必要はな い こ とを伝える> , < 母親役割モ デ ル を自分に
置き換えて 想像 した ことを表現することを促す> , < 自分
が理想とする母親像を表現することを促す> , < そ の 人な
りの母親役割 へ の価値観, 思 い をありのままに受けとめ保
証する>, < こ の子の 母親になる実感を高めるために母親
になる自分に つ い て表現する機会を持ち, 自分なりの 母親
像を持 つ こ とを保証する>, < 母親になる ことに自信が持
て るようにな っ た体験に つ い て尋ね, 賞賛する >, < 過去
の子どもの世話経験に基づく育児 へ の自信を賞賛する> の
7 サブカテ ゴリから構成された｡ これ は, 役割モ デ ルから
その まま, その 人と して の 母親像を形成するの では なく,
今まで得て きたイ メ ー ジや役割モ デ ル を自分自身の価値観
に照ら し合わせ , より現実的でそ の 人らし い母親像を形成
する過程を助け, また, そ の作業を賞賛すると いう内容で
あ っ た｡
≪ お腹 の 中の わが子に対する否定的 ･ 肯定的感情の 表
現を承認 し, ありの まま に受けとめる≫は , < お なか の
わが 子に対する否定的 ･ 肯定的感情 をありの ままに受け
と める > , < お腹に い るわが子に つ い て の 空想や思 い な
どを広くたずね , そ れ に伴う感情表現 を促す> , < わが
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子 へ の 否定的感情の表出に共感的理解を示し, わが子 の
ありの ままを受容し つ つ ある ことを賞賛する> の 3 サ ブ
カテ ゴリ で構成された ｡ こ の カ テ ゴ リ は胎児であるわが
子に対する様々な感情の 表出を促 し, 共感 ･ 支持する こ
と で , 肯定的感情を強化 し, 悲嘆作業を助けるこ とによ
り , 胎児 であるわが子と の 関係を形成すると いう内容で
あ っ た ｡
≪ お腹 の わが子と の 相互作用 の 感情 を表現する こ と
で , 親子 の件 の形成を促す≫ は, <胎児と の相互作用体
験 に つ い て たずね, 感情の 表現を促し, 母と子の粁の 意
識を育む> の1 サブカテゴリ で構成された ｡ こ の カ テ ゴ
リ は, お腹 の わが子と相互作用した結果得られた感情の
表出を促 し, わ が子に対する思 いや胎児その もの の 存在
を意識づ ける こと で , 胎児 へ の愛着を強め , 胎児で ある
わが子と の 関係を形成するため の援助で あ っ た ｡
≪出産後の わが子と の 関係性形成の ために出産後の わ
が子と自分の 育児を現実的に想像する こ と を促す≫は,
< その 人の胎児に つ い て 情報提示 し, わ が子を現実的に
想像 し感情を表現するこ とを促す> , < そ の 人の 胎児の
元気な様子に つ い で 情報提供し,.出産後の 育児場面の想像
を促す>, <出産後の わが子の生活, 育児場面を具体的に
創造し, それ を明確にすることを促す> , < 新生児の 印象
をたずね
,
わが子の イ メ ー ジを広げる ことを促す> の 4 サ
ブカテ ゴリから構成された｡ こ れ は
,
妊婦に出産後の育児
に つ い で情報提供しながら, 自分自身の育児の想像と, そ
れに伴う感情の表出を促すことによ っ て , 現実的なそ の人
自身の 母親像を明確にすると いう内容であ っ た｡
(3) 母親役割獲得準備行動に働きかける援助
〔母親役割獲得準備行動に働きかける援助〕 は, ≪胎
児に つ い て の 記録を促す≫, ≪出生前診断に関する意思
決定を支持する ≫, ≪母親像形成の ため の モ デ ル 探索行
動を推奨する≫ , ≪母親役割準備行動の 見直しをともに
行 い , 修正 へ と動機づ ける≫, ≪妊婦の保健行動や母親
役割の 試行を承認する≫, ≪育児準備行動 を推奨する≫
の 6 カテゴリ で構成され た｡ こ の側面には , 母親役割獲
得の ため の 行動の修正 ･ 継続を見守り, 促進するため の
援助が含まれた ｡
≪胎児 に つ い て の 記録を促す≫は , < 胎児 の 成長発
逮, 反応 , 働きかけに つ い て の母親の記録 を促す>の 1
サ ブカテ ゴリで構成された ｡ 胎児に関する成長発達だけ
で なく, 相互作用した体験やそれ に伴う感情に関して 記
述する こと を促 し, お腹の 中に い る胎児の存在を意識付
け, 胎児 - の 愛着を高め るとともに, その 行動の 継続 ･
拡大を促すと いう内容であ っ た｡
≪出生前診断に関する意思決定を支持する≫は , < 出
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生前診断に関する決定を支持する
.
>の 1 サブカテ ゴリか
ら構成された ｡ こ の カテ ゴ リは , 胎児に対する否定的な
空想も含め , 出生前診断に関する意思決定を支持し, 母
親役割行動の 継続を支える内容で あ っ た ｡
≪母親像形成の ため の モ デ ル 探索行動 を推奨する≫
は
,
< 乳幼児を持 つ 母親と の接触 を促し, 育児の体験談
を聞くと い う母親役割探索行動を促す> , < 予期的な役
割モ デ ル 探索行動を確認 し, 推奨する > , < 自分なりの
育児方針や , 母親像を持とうとする姿勢に つ い て 肯定的
にフ ィ ー ドバ ッ クを行う> , < 探索 ･ 選択し て い る母親
役割モ デ ル の有用性を保証して 母親役割探索行動の 継続
を促す> の 4 サブカテ ゴリか ら構成され た｡ こ の カ テ ゴ
リは, 自分なりの 母親像を形成するこ とを促すため , 具
体的に モ デ ル探索行動が実施できるよう推奨したり, 妊
婦自身が行 っ て い る母親役割探索行動の 継続を促すと い
う内容であ っ た ｡
≪母親役割準備行動の見直しをともに行 い , 修正 - と
動機づ ける≫は, < 母親役割準備行動を 一 緒 に見直す機
会を設け, 行動 の修正 へ の気 づきを促す>の 1 カテ ゴ リ
から構成された ｡ こ の カテ ゴリ は, 対象者が母親役割準
備行動を行う中で , 理想や ス テ レオタイ プの 母親役割モ
デ ル にとらわれ て い た場合, 否定する の で はなく, 一 緒
に話 し合う中で , 自ら気 づき, 新 たな役割モ デ ル を探索
するな どの修正 を促す内容で あ っ た｡
≪妊婦の保健行動や母親役割の 試行を承認する≫は,
< 現在行 っ て い る保健行動をありのままに受けとめ , 母
親と して の努力 を承認する > , <母親行動の 試行を確認
し, そ の試行を肯定的に評価する> の 2 サ ブカテ ゴリか
ら構成された ｡ こ の カテ ゴリは , 妊娠中の摂生行動や母
親役割行動の試行を肯定的に評価したり, 保健行動の 困
難性や実施の ため の 努力に対 して 共感を示したりするこ
とによ っ て , 行 っ て い る母親役割行動の 継続を支える内
容であ っ た｡
≪育児準備行動を推奨する≫ は, < 必要最小限の 育児
準備行動を推奨する> , < 現在行 っ て い る育児準備行動
が適切である こ と を支持する> の 2 サ ブカテ ゴ リか ら構
成され た｡ こ の カテ ゴリは, 妊婦が , 負担なく現在行 っ
て い るまた は行う予定の 育児準備行動を実施 ･ 継続を支
える内容であ っ た ｡
2) 家族成員間の 関係性に働きかける援助
【家族成員間の 関係性に働きか ける援助】 は, 〔妻を介
して 家族と の 関係性に働きかける援助〕 と いう1側面で
構成され た｡ こ の概念は, 母親となる妻自身に対して で
はなく, 家族と の 関係性を調整する働きかけを, 妻を介
して 行う援助で あ っ た｡
〔妻を介 して家族と の 関係性に働きか ける援助〕 は,
≪出産後の 夫, 家族 の調整 - の 動機付 けをする≫, ≪妊
娠期や育児における父親 に つ い て の 情報を提示する ≫,
≪新 し い家族成員に つ い て , 家族内で の理解の程度を確
認する≫, ≪夫とわが子の 関係に つ い て の 感情の 表出を
促す≫の 4カテ ゴリで構成され た｡
≪出産後の 夫, 家族 の 調整 へ の 動機付けをする ≫は ,
< 出産育児に向けて夫婦 ･ 家族間の 関係性や役割を見直
す必要性を説明する >, < 産後 のサ ポ ー ト調整に つ い て
確認する > の2 サブカ テ ゴ リから構成された ｡ こ の カテ
ゴリは , 母親となる女性を取り囲む家族成員間の 関係に
つ い て確認し, 情報提供するこ と で , 家族成員間の 関係
を調整する こと の 動機付けを行うと いう内容であ っ た｡
≪妊娠期や育児にお ける父親に つ い て の 情報を提示す
る≫は, < 妻が妊娠中の 父親となる夫の 特徴に つ い て情
報を提示する> , < 出産後予測される父親像の情報の提
示>の 2 サブカ テ ゴリ か ら構成され た ｡ こ の カテ ゴ リ
は,
一 般的な夫像 ･ 父親像または , 個別的に予測される
父親像に つ い て情報提供し, 話し合うこ とによ っ て , 父
親像に つ い て理解を深める ことを促す内容であ っ た ｡
≪新 し い家族成員に つ い て , 家族内における理解の 程
度を確認する≫は , < 生まれ て くる子ども へ の かかわり
方に つ い て の家族の 共通理解の 程度を確認する >の 1 サ
ブカテ ゴリで構成された ｡ こ の カテ ゴリは , 生まれ て く
る子どもと の 関わり方に つ い て , 家族と どの ように話し
て い るかを確認すると いう内容であ っ た ｡
≪夫とわが子の 関係に つ い て の感情の 表出を促す≫は,
< 妻が夫の 父親と して の 変化を知り, 出産後の 生活にお
ける夫とわが子の関係を想像するこ とを促す> , < 妻が,
夫か ら胎児 へ の働きかけに つ い て の語り を傾聴 し, わ が
子と夫の 関係に つ い て の 喜びを共有する> の2 つ の サ ブ
カテ ゴリから構成され た｡ こ の カテ ゴリは, 胎児 で ある
わが子に対する夫の 働きかけなどの様子を見て , 夫の 変
化を知る こととそれ に伴う感情の 表出を促し, そ の 感情
を肯定的に評価すると いう内容で あ っ た｡
3) 援助へ の 影響要因
第二段階の 分析結果と して , 原著論文14編と修士論文
5編の考察の記述を分析 し, 以下の 結果が得られた ｡
(1) 妊娠期の母親役割獲得を促す看護 へ の示唆
看護 へ の示唆を表す29の コ ー ドが抽出された ｡ そ の う
ち, 母親となる女性 へ 働きかける援助9, 家族成員間の
関係性に働きかける援助1 は, 第 一 段階 の概念と内容が
一 致 した ｡
(2) 妊娠期の 母親役割獲得 - の 影響要因
｢共感性｣, ｢乳幼児の 世話経験｣, ｢妊娠の 受容｣, ｢社
会的役割変化の 受け止め｣, ｢胎児の 性別の告知｣, ｢胎動
初覚の受けとめ｣, ｢不安｣, ｢ 分娩に対する恐怖心｣, ｢つ
わり症状｣, ｢つ わり症状の 受 けと め｣, ｢流産の 既往｣,
｢サポ ー ト の受けとめ｣, ｢初経産｣, ｢ 抑うつ ･ 気分｣, ｢実
母と の 関係｣, ｢夫と の 関係｣ が抽出された ｡ 特に. ハ イ
リ ス ク妊婦や不妊治療後の 妊婦を対象と した論文の記述
の 分析か らは, ｢ 身体問題 . 医学的リ ス ク｣, ｢ 流早産の既
往｣, ｢ 産科的リス ク の 受けとめ｣, ｢不妊の経験｣, ｢不妊
の 経験の 受けとめ｣ が影響要因と して抽出され た｡
Ⅵ . 考 察
1 . 母親となる女性 へ働きかける援助
母親となる女性 - 働きか ける援助は , 家族看護におけ
る家族成員で ある個人に働きかける援助である｡ 多く の
コ ー ドが こ の 概念に集中して い た ｡ し か し, そ の 対象
は, 母親となる妻自身だけで なく, 胎児と の 関係性を考
慮し, 胎児と の 関係性で ある愛着を築くこ とも含まれて
い た｡ こ れ は ､ 母親役割獲得過程を母親役割の 学習と胎
児との愛着形成の 2 つ の側面か ら促す援助で あ っ た ｡ ま
た, 第二段階の 分析により , 対象を正常妊婦に限 らず ハ
イリ ス ク妊婦まで含めた研究か ら, 母親役割獲得に影響
する要因に つ い て . い く つ か補完するもの が認め られ た
が , 新 た な看護は抽出され なか っ た｡ 従 っ て , 第 一 段階
で 得られた概念には , 母 となる女性に対する妊娠期にお
ける母親役割獲得 を促す有効な看護援助が十分に含まれ
て い たと考える ｡ 母親と なる女性 へ 働きか ける援助は,
wrightら
23) と同様に認知, 感情, 行動と い う 3 つ の 側
面から構成され て い た ｡ すなわち , 単に知識 ･ 情報を提
供するだけで なく, 対象者の 感情と取り入れて い る対処
行動をふ まえ, 対象者なりの 母親役割獲得過程が進むよ
う援助を提供するもの で あ っ た ｡ 母親となる女性 に働き
かける援助は, 援助 しなが ら対象理解を深め , さ らに援
助すると い う内容を含 んで い た ｡ こ れ は , 正木ら
24)は ,
｢日本型対人援助関係の 実践知の抽出統合｣ の ため の 理
論的分析枠組みを構築する中で , ク ライ ア ン トと看護専
門職の 相互作用 を3段階に分けて捉え. 一 旦 相互作用 が
始まると, 看護専門職の 援助が発展 し, 対象によ い方向
へ の変化が現れ , 対象が新たな力を獲得し, 看護専門職
の 目標が達成され ると述 べ て い る結果に - 敦 して い る ｡
2 . 家族成員間の関係性に働きかける援助
本研究の 分析対象とな っ た論文の 看護介入の 対象者
は , 母親と なる妊婦の み で あ っ た が , そ の 介入内容か
ら , 妊婦 を介して 家族と の 関係性 に働きか けるカ テ ゴ リ
が認められた ｡ こ れ は , 母親役割獲得に夫の 父親役割獲
得や , 夫婦 の関係性が影響 して い るため, 必要とされた
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もの で あると考える ｡ また , こ の こ とは, 対象論文の 著
者の 看護介入目標には提示され て は い なか っ たもの であ
り , 本研究で 二次分析を行 っ た こ と により明らかにな っ
た こ と で ある｡
3 . 母親役割獲得を促進する家族看護
こ の 家族看護の 構成概念は ､ 個 々 の 家族成員で ある女
性に対 して , 母親になる こ とと , 胎児と の 関係性に関し
て働きかける看護. 夫婦と いう家族成員間の 関係性に働
きかける看護であ っ た｡ さ らに , 第 二段階の分析結果か
ら, 妊娠期の 母親役割獲得 - の 影響要因が 明らか にさ
れ, 母親役割獲得を促進する家族看護を明らか にする こ
とが できた｡ 本研究の 分析対象 とな っ た看護介入研究
は, す べ て初産の 妊婦を対象と して おり, 初め て 母親と
なる人 々 に対 して の 看護 ニ ー ズ の 高さが伺えた ｡ こ の家
族看護は初めて 母親と なる対象に適用で きると考える｡
し か し, 母親役割獲得を促す家族看護と して , 家族成
員である夫やその 他の 家族成貞である祖父母 へ の 看護も
抽出されなか っ た ｡ また , 上 の 子どもと夫婦/親な ど の
家族成員間の 関係性 に働きか ける看護, 家族全体と社会
との 関係性に働きかける看護は認められなか っ た ｡ こ れ
は , 分析対象論文が研究され た時期にお い て は , 看護実
践現場や看護研究にお い て , 初 め て母親となる女性 (初
産婦) に焦点を当て られ て い た こ とを示すと考える ｡ 日
本では , 出産休暇や育児休業を取得 して い る男性もまだ
ごく稀 で , 妊婦健康診査に父親となる男性は同行 して い
な い こ とも多く, 看護職者が家族に直接働きかける場が
もて な い 現状 にある｡ そ の ため , こ の 結果に現れたよう
に, 現場 の 看護職者は妊婦健康診査等に訪れ る女性を通
して , 親 となる夫婦に対 して妊娠や出産, 育児 の理解を
促す看護を行 っ て い る と考えられる ｡ しか し, 家族看護
の視点から考えると , 看護 の対象が女性 (母親) に偏 っ
て い る とも考えられ る｡ ア メ リカにお い て は, 夫婦を対
象にし て親業に関する看護実践や看護研究が日本より多
く見 られ る こ と25) を考慮すると , 今後, 日本 で も, 妊
娠期の看護援助の 幅を広げるよう , さ らに研究を進め る
必要があると考える ｡
Ⅶ . 結論と今後の 課題
本研究は, 日本における妊娠期の 母親役割獲得を促す
家族看護の 枠組み の構成概念と し て , 【母親となる女性
へ 働きか ける援助】 と, 【家族成員間の 関係性に働きか
ける援助】 と, そ れ ら - の 影響要因を抽出する こ とが
で きた ｡ 今回抽出された妊娠 した女性が母親と い う役割
を獲得することを促す日本の 家族看護は, 日本の 子育て
の 文化的背景に影響を受け, 母親となる女性に働きか け
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る看護援助がほとん ど であ っ た｡
一 方, 対象文献を抽出する過程における文献検討の 結
莱, 祖父母や上 の子と , 親 になる夫婦と の関係性に働き
かける看護援助の研究はほと んどが行われ て い な い 状況
がある こ とも明らかにな っ て い る ｡
したが っ て , 家族看護の概念枠組み - と発展させ て い
くため には, 母親役割だけでなく, 父親役割, 親役割獲
得と い っ た こ とにも焦点を当て る必要が あると考える｡
さ らには , 家族成員間や家族と社会との 関係性に働きか
ける看護援助の 文献検討を重ねる ことにより, 日本にお
ける親役割獲得を促す家族看護の枠組みの 完成を目指し
た い ｡
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